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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２３年　２月　１５日　（火）
司会者　佐々木　美香　　　記録　石岡　啓子
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	竹内
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	CD留守
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	○
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	準夜
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	小笠原（実）
	大嶋

	深夜
	年休
	CD留守
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○
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	 CD留守
	準夜
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	小島
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。

＜連絡事項＞
・B診察室に新しいパソコンが来ています。今後、Ⅹ－PやＣＴの画像が見られるようになります。Dｒも使用しますので、デスクトップには貼り付けないようにし、すぐ壊すことないよう注意して丁寧に取扱い使用して下さい。併せて、LANケーブル・延長コードの取扱いも、注意して丁寧に取扱い使用して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・丸屋　庄司様～酸素飽和濃度90％以下時は、酸素開始・調整するようにとの指示あります。点滴同内容にて７日分処方（2/22(火)11時まで）、採血2/17(木)→（FAX届き次第TELにて報告）・21(月)→（緊急値合った場合のみ報告）(結果FAX)との指示出ています。全身状態の観察を行い、発熱や酸素飽和濃度の低下に注意し確認をしていきましょう。

・木ノ下　ツヨ様・吉田　寿雄様～定期採血は、2/16(水)・17(木)で行ってください。

・高森　清八様～セフジトレン(抗菌剤)飲み切り止めとなっています。状態観察は、引き続き行っていきましょう。またオムツは、本日ご家族様来院できないとのことで、2/16(水)外来に届けるとのことでした。

・橋本　万様～サワシリン（抗菌剤）3cap　3×ndE/3T処方となっています。状態観察をおこなっていきましょう。

・中野　英男様～発熱続き、食事・水分摂取出来ないことから、主治医報告にて　

セフジトレン錠 (100) (抗菌剤)　3Ｔ　3×ndE/3T　本日昼より　　　　

点滴：①ペンライブ 500ml　アスコルビン酸1A　ダイビタミックス1A

②ペンライブ 500ml　

処方となっています。全身状態の観察、食事・水分の摂取状況の確認を行っていきましょう。

・藤田　金弘様～セフジトレン錠(抗菌剤)　3T　3×ndE/3T　本日、夕より処方となっています。状態観察をおこなっていきましょう。

・飛鳥　公平様～左第1趾の発赤・腫脹あり。

セフジトレン錠(抗菌剤)　3T　3×ndE/3T

エルタシン軟膏（化膿性疾患用剤）　1本

処方となっています。部位周辺の状態観察をおこなっていきましょう。

・上舘　ユキ様～ファモチジン錠(20)（消化性潰瘍用剤）　1T

メディピース(0.5)（精神神経用剤）　1T

追加：バファリン錠(81)（その他の血液・体液用剤）　1T

処方となっています。身体状態の観察・確認を行い、安定を図っていきましょう。

・村井　八郎様～①コリネールL(10)（血管拡張剤）2T　2×朝・夕後

②レボトミン(5)（精神神経用剤）2T

センナリド（下剤）2T　　　　1×vds　

③フランドルテープ(40)　1枚(1日1回)/7T

処方となっています。身体状態の観察・確認を行い安定を図っていきましょう。

・村田　タカ様～①ミノマイシン(50)（抗生物質）　2T　2×朝・夕

②クラビット(100)（抗菌剤）　1T　1×朝/7T

処方となっています。全身状態の観察・確認を行っていきましょう。

2/16(水)10時採血実施予定となっています。

・中村　清枝様～風邪症状の訴えあり、本日昼よりPL顆粒（総合感冒薬）3P　3×1/3T処方となっています。発熱・状態の観察をおこなっていきましょう。

・五十嵐　ﾀｲ様～排便コントロール目的にて、シンラック液1本処方となっています。排便の有無の確認をしていきましょう。

・瀧澤　美代子様～本日、胸部レントゲン施行し肺炎疑いとの診断です。本日昼より、セセフジトレン錠(100)（抗菌剤）3Ｔ　3×ndE/2T　本日、昼より処方となっています。身体状態の観察・食事・水分の摂取状況の確認を行い、安定を図っていきましょう。

・玉井　クニ子様～発熱時の予測指示継続（2/28(月)となっています。観察・確認にて把握をしていきましょう。

















































